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一般＝500円
学生、大竹財団 会員＝無料

定員20名【要予約】費
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一般財団法人

大竹財団催

主

　
日

時
火日 283年2023 月

8:0 （19:00～2 :1 30開場）00

Web予約
https://bit.ly/3ZBr6jj



JR東京駅八重洲中央口から徒歩4分（八重洲地下街24番出口右階段すぐ）、
東京メトロ京橋駅7出口から徒歩3分、東京メトロ日本橋駅B3出口から徒歩4分

一般財団法人 大竹財団上映会のご予約・お問い合わせ
東京都中央区京橋1-1-5 セントラルビル11階

03-3272-3900https://ohdake-foundation.org

Google
マップ
QRコード

スマートフォンのＱＲコー
ドアプリで読み取ると、現
在地から会場までのアク
セス方法が検索できます

COPENHILL DENMARK

コペンヒル。

ここはコペンハーゲンに出現した新たな観光名所。
ゴミ焼却発電所でありながらスキー場を併設する世界初で世界最大規模の建造物！

スター建築家ビャルケ・インゲルスが
クレイジーな発想でコンペを勝ち抜く

2011年、デンマークの首都コペンハーゲンにある老朽化したゴミ処
理施設建て替えのコンペ結果発表会が行われた。満場一致で優勝者
を発表する際、アマー・リソース・センターCEOのウラ・レトガーは歌い
出すほど興奮していた。白羽の矢が立ったのは、デンマークのスター
建築家ビャルケ・インゲルス率いるBIG建築事務所。彼らのアイデア
は飛び抜けて奇抜で、巨大なゴミ焼却発電所の屋根にスキー場を併
設し、コペンハーゲンに新たなランドマークを作るというものだった。
しかし、カメラは完成までの過程で、苦難の連続を追うことになる。ゴ
ミ焼却発電所とスキー場はどう建造物として共存出来るのか？予算内
に完成出来るのか？次々と疑問や課題が山積みになっていく─。

ビャルケ・インゲルスはデンマーク生まれの建築家。2005 年にビャルケ・インゲ
ルス・グループ（BIG）を創業。2011年。ウォール・ストリート・ジャーナルマガジ
ンによりイノベーターオブザイヤーに選出。トヨタ自動車の実証都市建設プロジェクト
「Woven City」の設計担当。
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世界初！スキーが楽しめるゴミ焼却発電所へようこそ！

発想を現実に！サスティナブルな未来都市実現への挑戦！

誰も行きたがらなかった
ゴミ処理場が観光名所に！

難題を乗り越え2019年10月、コペンハーゲン
に新しい“山”が誕生。完成に9年。かかった費
用は約5億ユーロ。デンマークの景色を楽しめ
るこの山「コペンヒル」の標高は85m、全長
450mでゲレンデ幅は60m。4つのリフトでス
キーが楽しめる。ゴミで再生可能エネルギーを
作る最新鋭のゴミ焼却発電所で、年間3万世帯
分の電力と7万2000世帯分の暖房用温水を供
給する。屋上にはレストランやハイキング・ラン
ニングコース、壁には世界一高い85mのクライ
ミングウォールが設置されている夢のような施
設だ。誰もが行きたがらないゴミ処理施設が、
誰もが行きたがる夢の施設になったのだ。
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